
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ました。CUCというのは Chiba University 
of Commerceの略ですから、千葉商科大学
130 中京企業研究
ヒーなどは、一般の人は高くで飲めず、外国
人観光客用の店にしか置いてなかったです。
ただ、一般の人のお店で、カセットテープだ
けは売っているのです。しかし、レコード店
は全然無いのです。当時すでにレコードから
カセットテープの時代に世の中がシフトして
いたので、中国はレコードではなく初めから
カセットテープが入ってきたわけです。発展
途上国で、それまでの文化的な伝統がないと
ころに新しい技術が入ってくるとこういうこ
とになるのだなと強い衝撃を受けたのです
が、電気自動車だけでなく、風力発電でも
今、世界のトップメーカーは中国になってい
ます。まさにゲームチェンジの中で経済的な
優位に立とうとしているわけです。
　中国は、京都議定書のときには、自分たち
はまだ開発途上国だからということで、結局
参加しませんでした。しかし、今度のパリ協
定では、積極的にやりますと言っています。
それだけ自信があるということだと思います
し、環境分野でも発言力を持ちたいというこ
とだと思います。トランプがパリ協定を離脱
すると言っているので、環境分野でも中国の
発言力が増すことは間違いないと思います。
こうした中で、日本はどうすべきなのか、
しっかりとした戦略を持つ必要があります。
４－５．電気自動車や再生可能エネルギーの
導入による産業構造の変化
　さて、先ほどの電気自動車にしても再生可
能エネルギーにしても、単に電気自動車が増
えるとか、再生可能エネルギーが増えるとい
うことに留まらず、産業構造そのものを変化
させることになると思います。電気自動車で
あれば、ガソリンスタンドがいらなくなりま
す。変わって充電スタンドに必要になりま
す。それから部品メーカーが削減されます。
というのは、自動車のエンジンは、上下運動
を回転運動に変えるためにどうしても部品の
数が多くなるのですが、電気自動車ですと
モーターを回すだけになりますから、部品の
濃度を示していますが、中国とインドが大変
な問題になっていることがわかります。ま
た、中国の PM2.5は、北海道の旭川あたり
に流れてきていることが分かります。環境汚
染はボーダーレスであることが良く理解でき
ると思います。
　しかし、中国は何もしていないかというと
そうではなくて、今、ものすごい勢いで環境
対策を実施しています。たとえば、世界中で
一番植林しているのは中国です。世界の国の
中でもずば抜けて多いです。これは主に黄砂
に対する対策です。40年後には北京は砂で
埋まってしまうと言われたため、ものすごい
勢いで今、森林を増加させているわけです。
　それから、電気自動車の販売台数は、現
在、世界で年間 46万台ですが、その内の
55％は中国です。中国で世界の電気自動車の
半分以上が販売されています。その他、風力
発電による発電量も今や世界でトップは中国
です。悲しいかな、日本は非常に少ないで
す。また、太陽光発電は日本も頑張っていて
固定価格買い取り制度の成果もあって、今、
ドイツを抜いて、世界で第 2位です。ただそ
れでも、中国がものすごく伸びて、太陽光発
電も世界で 1位は中国です。
　中国は、まず自国の環境問題を解消しない
といけないということで非常に熱心に取り組
んでいるのです。しかし、それだけではあり
ません。中国はゲームチェンジによって優位
に立ちたいというしっかりとした戦略に基づ
いて行動しているということです。先ほどの
電気自動車の話でいうと、電気自動車の時代
になればガソリン車は、いらなくなるわけで
す。ガソリン車をつくる仕組みや技術では日
本やヨーロッパには勝てませんが、電気自動
車であれば、皆まだ横一線ですから勝つチャ
ンスもあるわけです。
　実は私は、10年ごとに中国に行っていま
して、最初に訪問したのは 35年前です。当
時、中国の人たちは皆、人民服を着ていまし
た。所得は非常に低くて、インスタントコー
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いうのが今日の講演の結論かと思います。
　環境ビジネスのチャンスは広がっていま
す。企業の方によく言うのですが、第一に、
自分たちのシーズを棚卸して環境問題などの
社会的なニーズとマッチングさせるというこ
とを一度やってみてはどうでしょうか。そし
て第二に、最近は、環境問題はデカップリン
グの時代と言われますが、今までは、経済成
長すると環境負荷が増えると言われてきまし
たが、省エネなどの技術が向上してきている
ので、経済成長しながら環境負荷を下げるこ
とが可能になってきていると思います。ライ
フサイクルコストという考え方があります
が、設備投資からランニングコストや廃棄の
コストまでの全体のコストで考えると、環境
への取り組みは経費の節減になって企業に
とって魅力的になってきていると言えると思
います。
　それから、地球温暖化の問題をはじめ、環
境問題の解決はなかなか難しく、そのため制
約条件の中で快適な生活を送るための提案が
ビジネスになるということもあると思いま
す。地球温暖化対策には、温室効果ガスを減
らすという緩和策と気温が上昇することに対
して生活を変えていくという適応策がありま
す。お米は温暖化の影響があると思います
が、今では新潟ではなくて北海道の方が収量
は多くなっています。将来的には、今、みか
んを作っているところでマンゴーを作るよう
になるかもしれません。もっと言うと、北極
海の氷が解けたら、そこを海路として使った
らいいのではないかということで、砕氷機能
のついた貨物船を走らせたら良いのではない
かという話も出ています。環境が悪くなった
ら、その中でどう適用していくかという問題
について考えていくことも環境経営のテーマ
になってくると思います。
　最後になりますが、私が一般の消費者を対
象に実施した調査では、「環境問題の解決に
力になるのは誰か」ということを質問してい
ます。すると企業という回答が一番多いので
数を 40％カットできるのです。そうすると、
自動車産業の下請け企業はかなり影響を受け
ることになります。また、輸入する石油の量
が減りますので、石油精製メーカーであると
か、海運業とかも影響が出てくると思いま
す。ただ、逆に電池が必要になります。電池
の開発は盛んになると思います。また、電池
やモーターは、エンジンに比べて重いため、
今は自動車のボディーは鉄でできています
が、電気自動車ではもっと軽量の素材でつく
ることになります。そうすると自動車向けの
鉄鋼の需要は減りますが、炭素繊維メーカー
などは、売り上げが上がると思われます。再
生可能エネルギーについても、発電機器の
メーカーとか蓄電池メーカーとかの売り上げ
は拡大していくと思います。こうした産業構
造の変化を前向きにとらえていくことが大切
だと思います。また、これからはヨーロッパ
やアメリカだけでなく、環境分野でも実力を
つけてきた中国やインドの動向にも注目しな
がら事業を進めていく必要があります。世界
的な規模で産業の分布が変わってくると思い
ます。
５．結び　～魅力的な環境経営とは何か～
　本日は、環境経営の取り組みについてでき
るだけ具体的な事例を交えてお話をしてきま
したが、いかがでしたでしょうか。企業が環
境経営に取り組みを始めてから今年で 25年
目を迎えました。企業が環境問題に取り組む
ことは、当たり前になってきたと言えると思
います。しかし、もう一段、グレードアップ
させることによって、環境経営はもっと魅力
的なものになるのではないでしょうか。環境
経営というのは、未来に生き残るために不可
欠なもので、持続可能な社会に向けた社会の
変化を意識できない企業は生き残れなくなっ
てきていると思います。しかし、環境への取
り組みをポジティブに捉えることによって、
また、やり方を工夫することによっては、い
くらでも魅力的なものになるのではないかと
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　原発に関しては、私は最終的には止めるべ
きだと思います。実はちょうど今日（2017
年 12月 6日）、敦賀にある高速増殖炉「もん
じゅ」が廃炉になることが決まりました。こ
れは核燃料サイクルを目指した施設で、ウラ
ンを何度も使いウランを補充しなくても運転
できる燃料サイクル型の原子力発電所を目指
した実証実験で、国が 1兆円ぐらいかけて実
施したのですが、何ら成果をあげることがで
きず、廃炉になることになりました。しかし
廃炉にすると決めても実際に廃炉作業が完了
するのは 30年後です。今 20歳の学生さんが
50歳になったときにようやく作業が完成す
るということです。そこまで事故を起こさず
モチベーションを持って作業を進めなければ
ならないというのは大変なことです。安全性
には非常に問題があると思います。
　ただ、電力会社側にとっては、原発が止ま
るとその分、火力発電所を動かさなければな
らないので、燃料代がかかります。簡単には
電気代を値上げできませんので、経営として
は何としてでも再稼働したいということで
す。しかし、福島の事故によって補償には
10兆円かかるといわれています。非常に大
きなお金がかかり、東京電力は払いきれない
ため、倒産してもおかしくないのですが、公
共性の高い事業であり、また、補償にもしっ
かり対応するため、株のうちの半分以上を国
が買い取るという形で、事実上国営化されて
しまいました。また、福島の事故以来、安全
基準が見直され、以前より厳しくなったた
め、再稼働するには、設備の増強などをしな
ければならなくなりました。こうしたことも
あって、原発のコストは上がっています。経
済性という点での原発のメリットは減少しつ
つあります。私は、こうしたことを踏まえ
て、洋上風力発電や廃棄物発電などの再生可
能エネルギーに転換すべきだと考えていま
す。
（質問）先ほど名鉄の蒲郡線とかが赤字だと
す。複数回答で 49％という結果です。続い
て、自分自身、環境省、市区町村、マスコ
ミ、都道府県、地域組織、政治家、学識者、
農林水産省の順になっています。しかし、い
ずれにせよ、環境省や市区町村などよりも企
業という回答が一番多いのです。
　これも企業の方にはよく話をするのです
が、公害問題にせよ環境問題にせよ、人間が
作り出した文明から問題が生じたわけです
が、逆に、だからこそ、問題を解決できるの
も技術をもった企業ではないかということを
消費者は分かっているのではないかと思いま
す。そこで、企業の皆さんには、自信を持っ
て頑張って下さいと言っています。日本人
は、良いことをしたことを言わないことが美
徳のようなところがありますが、今の時代
は、そうではなくて、堂々とこれだけ良いこ
とをしたということを言い合う時代だと思い
ます。また、良いことをした企業を評価する
ような時代になってきていると思います。そ
して、環境技術で世界に出ていくようになら
なければならないと思います。以上で、今日
の私の話を終わりにしたいと思います。あり
がとうございました。
　西先生ありがとうございました。会場の皆
さんから質問があれば、お受けしたいと思い
ますが、いかがですか。
（質問）原発はどうしたらいいのでしょう
か？　先生のお考えをお聞かせください。
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決に取り組む方が、ビジネスチャンスが広が
るという面があるということだと思います。
　たとえば、東日本大震災後、お米が取れな
くなった土地に大麦を植えてビールの原料に
するようなことがされていますが、復興に役
に立つだけでなく、企業にとっては、売り上
げの向上にも繋がっています。
　先ほど取り上げたアサヒビールさんは、
CSVということが言われる前から、森づく
りであるとか若武者育成塾による高校生の環
境活動支援に取り組んでいます。近江商人の
間では「売り手良し、買い手良し、世間良
し、の三方良し」ということが言われていま
したが、もともと日本には、社会にも良いこ
とをしながらビジネスをするという考え方が
あったと思います。それを後押しするような
形でCSVという考え方が出てきているのが、
現状だと思います。それが今後ひとつの流れ
として発展していってほしいと私は思ってい
ますし、その可能性は十分あるのではないか
と考えています。というのは、企業はイノ
ベーションを行う技術を持っているからで
す。社会問題にそれを活用することによって
マーケットが広がり、ビジネスチャンスも増
えていくという点で、企業にとっても社会に
とってもメリットは大きいと考えています。
（質問）先ほどシーズとニーズという話があ
りましたが、シーズとはどういう意味です
か。
　シーズ（seeds）とは、企業が持っている
資源という意味です。工場やノウハウもシー
ズですし、人材や、資金、情報もシーズと考
えることができます。
（質問）電気自動車が増えていった場合に、
電気自動車が消費する電気の供給に問題はな
いようでしょうか。
　現実問題として、そういう問題はありま
いうお話がありましたが、廃線にするような
ことが計画されているのかどうか教えてくだ
さい。
　名鉄では、現状では、廃線ということは全
く考えていません。鉄道会社としては、自分
たちの鉄道には愛着を持っているので、維持
したいというのが基本的な考え方です。その
ためには、先ほどお話ししたような様々な取
り組みをしているわけです。ただ、収支がさ
らに悪くなった場合には、三重県で私鉄の路
線が第三セクター方式に変わったところもあ
りますが、最悪の場合にはそうなる可能性は
あると思います。現状においては、名鉄とし
ては、そのしないために、鉄道は自動車に比
べて環境にもいいし、「皆さん鉄道を使って
下さい」ということを一生懸命訴えていると
いうことです。
（質問）先ほどのアサヒビールさんの事例で、
将来に向けた社会貢献という枠組みでおっ
しゃいましたが、ポーターとかクレーマーの
言っている CSVの考え方がこうした事例に
入ってきているのか、いないのかという点に
ついて聞かせていただければと思います。
　おっしゃるように、マイケルポーターとい
うアメリカの経営学者がいまして、その人が
CSV（Creating Shared Value：共有価値の
創造）ということをおっしゃられて、今 1つ
のブームになっています。
　彼が言っているのは、社会問題解決型のビ
ジネスを企業はもっと積極的にやるべきじゃ
ないかということです。その理由のひとつ
は、人々の欲求が多様化し、また、社会問題
が複雑化している中で、行政だけでは解決で
きず、企業に頼らざるを得ないという面があ
るということだと思います。また、第二に
は、企業側にとっても、単に消費者の嗜好を
考えて、商品の品質や機能を改善するだけの
マーケテイングをするよりも、社会問題の解
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さに、今、おっしゃった太陽光発電などを増
やすために火力発電などよりも高いお金で電
力会社が買い取って、高く買い取った分を消
費者に負担させているわけです。この制度が
導入されたおかげで、再生可能エネルギーの
比率は高まっていますが、この金額があまり
増えすぎると、消費者の不満が出てくると思
います。電気は誰にとっても必要なものです
ので、再エネ賦課金は、増税と同じような意
味を持ちます。原発事故の補償も税金から支
払われているわけで、将来的には、再生可能
エネルギーを促進するための費用は、すでに
払っている税金の中から補助金のような形で
補てんしていく形に変えていく必要があると
思います。
　それでは、時間になりましたので本日の公
開講演会を終わりにしたいと思います。今日
は西先生、ありがとうございました。皆さん
もう一度拍手をお願いします。なお、この
後、2階の職員食堂で西先生を含めまして茶
話会を致しますので、そこでも活発なご議論
をしていただければと思います。軽食を用意
しておりますので、お時間がある方は、どう
ぞ職員食堂の方にお移り下さい。
す。ただデンマークでは、逆に電気自動車を
蓄電池と考えて、夜間の照明などに使ったら
いいのではないかという案が提案されていま
す。実際、災害で停電になったときに電気自
動車の電池を使ったという事例が報告されて
います。状況に応じて柔軟に対応してくこと
が大切だと思います。
（質問）太陽光発電は太陽が出てないと発電
できないし、風力発電は風が吹いていないと
発電できない。そうなると発電できないとき
に電気を供給する設備が必要だと思います
が、バランス的に自然エネルギーの導入にメ
リットはあるのでしょうか。現在は、電力会
社が再生可能エネルギーを非常に高く買い
取っているので、メガソーラーなどで儲けて
いる人もいるわけですが、結局消費者が負担
しています。これからどんどん負担が増えて
いっても大丈夫でしょうか。
　確かに自然エネルギーの弱みは、風が吹い
ているときは風車が回るけれども風が止まっ
たら発電できない。日が照っているときは発
電できるけども、照らなくなったら発電でき
ないという弱みがあるのはその通りです。そ
れを今は再生可能エネルギーの中でミックス
させたらどうかという考え方があります。つ
まり、風が吹いてない昼間は、できるだけ太
陽光で発電するとか、夜になったら風力で発
電するとか再生可能エネルギーのミックス
で、できるだけ調整できないかというような
ことが考えられたりしています。また、地域
を超えた電力の自由化が考えられています
が、東京で雨が降っていても大阪が晴れてい
れば、大阪で発電した太陽光発電の電気を東
京で使うということも将来的には可能になり
ます。
　もう 1つは、再生可能エネルギーの全量買
い取り制度の話ですが、今、実際に電気料金
の明細を見ると、再エネ賦課金っていうの
が、1割くらい加算されています。これはま
